
「卓　話」
「一年を振り返って」

吉井直樹 会長
　まず初めに会員の皆様、理事役員の皆様そして
小林幹事、野水SAAに感謝申し上げます。
　会長を拝命してから今日まで、私なりにロータリ
ークラブとはどんな組織で、どのような運営をする
べきなのかと模索しながら考え、行動してきました
が、十分理解できるほどの頭脳を持っているわけで
もなく皆様にはご不快な思いや物足りなさを感じさ
せていたのではないかと反省しております。入会当
初、大先輩のロータリアンから「ロータリーを勉強
してください」と言われたことが、ずっと頭に残っ
ています。ロータリー像は各々人によって価値観が
違うものだということを前提としますが、各クラ
ブの持つ歴史や不文律のような行動規範が会の特徴
を作り上げていると思います。また、ロータリー章
典、クラブ定款、クラブ細則にもその本質があると
思います。
　会長となっていろいろなクラブの方とお話しする
機会が有りましたが、時 「々三条クラブさんは堅い」
とか「大変なクラブですよね」などと言われました
が、私は大変うれしく思いました。それこそがロー
タリークラブが他の団体や会合と決定的に違うところ
だと思いますし、ロータリークラブ、ロータリアン
を自認するためには高潔な職業倫理感と奉仕の実
践者としての誇りを持った行動が求められるから
です。先輩方が紡いできた三条ロータリークラブを
大切にしっかり守っていくことが出来ている証拠だ
と思うからです。最近「会員増強」の名のもと安易
な方向にともすると流されやすくなり、会の運営も
緩くなりがちになっている所も多いと聞いていま
す。本年のクラブテーマを「ロータリーに誇りを」
としたのもそんな気持ちからでした。前出の他クラ
ブさんからのご指摘には「三条クラブはロータリー
の品格と矜持を保っているだけです」と答えてきま
した。三条には他に3クラブ、第4分区には10クラブ
がありますが、せっかくロータリーに入会するなら
「三条ロータリークラブ」が良いと言われるよう、
また「三条ロータリークラブに在籍していてよかっ
た」と言えるように今後もあってほしいと思います。

　さて本年ですが、7月5日のクラブアッセンブリー
より始まりました。前年度、例年二日にわたり全会
員出席で行われる家庭会合を一日、委員長のみで行
わせていただいたので、委員会メンバー、また会員
全員に今年度の委員会活動、事業を周知させていた
だく機会とさせて頂きました。7月19日には納涼

例会で三条音頭、三条おけさを躍らせていただき
ました。26日には米山ガバナーによる公式訪問が
行われました。公式訪問の場でクラブ協議会が行わ

れなかったことが残念でなりま
せん。以前は懇親会を含め、リ
ハーサルまでしてガバナーを迎
える一大イベントでしたが、昨
今の簡易なガバナー公式訪問に
は隔世の年が感じられます。
　9月18日の敬老の日では今年の
社会奉仕事業第一弾として八幡

公園ベンチ寄贈と清掃活動をローターアクト、市の
建設課の皆様、三条市長、副市長とともに行いまし
た。これは一部地区補助金を活用したもので、財団
に申請して補助いただきました。その後、社会奉仕
委員会のメンバーと同日行われていた子供大名行列
でお菓子の配布をして参加した子供たちが疲れを吹
き飛ばしたかのような笑顔で喜んでいたのがとても
印象に残っています。
　9月30日には第4分区インターシティーミーティング
（IM）が小出ガバナー補佐の主催でジオワールドVIP
さんにて行われました。次期IM開催クラブという
ことで挨拶をさせて頂きました。その次週は私の身
に突然の病魔が襲い掛かります。さんざん無防備な
コロナ禍を過ごしても感染しなかったのですが、
ついに発症してしまい、例会を休まざるを得なくな
りました。渡辺会長エレクトにはご迷惑をおかけし
ました。また、指名委員会では小出さんに司会を
代役していただき、ありがとうございました。1週
間で復帰できたことで次週の親睦旅行に間に合いま
した。
　10月18 ～ 19日は親睦旅行です。鎌倉、横浜、
横須賀方面でした。ロータリーの親睦旅行は視野を
広げて各地の経験を積み、家族旅行や社員旅行の
参考になりますし、意外と経験していない地へ訪れ
ることのできる大変楽しい旅行です。今回参加でき
なかった方も今後ぜひ行ってみましょう。早川親睦
委員長をはじめ委員会の皆様大変お世話になりま
した。
　10月25日には予定を急遽変更して三条ロータリー
クラブのアスリート3名による新潟シティーマラ
ソン完走者卓話とさせて頂きました。完走できたも
のだけが味わえる喜びをリアルに教えていただいた
気がします。今年も頑張ってください。
　11月4日、5日は地区大会が米山ガバナーのもと
地場産センターを主会場として行われました。5年
前に三条クラブが開催した時のことを思い出し、
感慨に耽ってしまいました。
　運営した三条北クラブさんより前回の資料が大変

会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長
　こんばんは。
　本年度最後のあいさつをさせていただ
きます。
　先週、「一年を振り返って」として卓話
で一年間の思いをお話しさせていただき
ましたので、心おきなく慰労会に参加
させていただく気持ちで今日はまいりま

した。しかし、最後の点鐘をさせていただき、緊張をいたし
ました。最初に点鐘をさせていただいた時と今日の点鐘は
身が引き締まるような感覚でした。
　大過なく会長職を過ごして、渡辺年度に引き継げることに
ほっとしているとともに皆様に感謝いたします。
　本当に「感謝」「感謝」「感謝」を申し上げ、最後のあい
さつとさせていただきます。
　ありがとうございました。

ニコニコBOX　
相場弘介さん、　 五十嵐晋三さん、 五十嵐博宣さん、
石橋育於さん、　 荻根澤隆雄さん、 小越憲泰さん、
落合孝夫さん、　 歸山　肇さん、　 金子俊郎さん、
小出子恵出さん、 小林吾郎さん、　 斎藤弘文さん、
佐野勝榮さん、　 重山直明さん、　 渋谷政道さん、
清水泰生さん、　 杉山幸英さん、　 関川　博さん、
高橋俊樹さん、　 高橋　司さん、　 外山浩玲さん、
中村和彦さん、　 中村友昭さん、　 梨本次郎さん、
成田秀雄さん、　 野崎喜一郎さん、 野水靖之さん、
長谷川正実さん、 早川滝徳さん、　 船越良則さん、
松永一義さん、　 松永隆夫さん、　 丸山行彦さん、
柳取崇之さん、　 山田富義さん、　 吉井直樹さん、
渡部　宏さん、　 渡辺良一さん
　夜例会「会長幹事慰労会」を迎えて

　　　　　　　　6月 1 9日分　￥    38,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥1,458,000

役に立ったとお礼を何度も言われました。
　12月は年次総会で次年度渡辺会長に引き継ぎが
始まりました。そして、忘年家族会としてクリスマス
会を行い家内ともども楽しませていただきました。
　1月に新年を迎え、2月にはRI創立記念例会「新年
会」を行わせていただきました。
　4月10日には職場例会としてKYOWAクラシック
カー＆ライフステーションさんへお邪魔しました。
懐かしの車やバイクに頬が緩み、車談義に花を咲か
せていた方が多かったのが印象的でした。
　中条胎内RC、分水RCの周年式典に参加し、特に
分水ではスポンサークラブ会長として緊張の中、
挨拶したことが、印象に残っています。
　6月1日には地区協議会開催日でありながら、他
団体の日程の都合上、月岡の草刈り清掃を行わせて
いただきました。時間的、肉体的にご負担をおかけ
したことをお詫び申し上げます。
　こうして一年を振り返ってみましたが、様々な
活動があるものだと思いますが、理事役員、委員会
メンバーの企画運営で成り立っていることがよくわ
かります。皆様本当にありがとうございました。
　会長挨拶では事前に用意できるほどの知識や経験
がなく、その都度思いついたことを話させていただ
きましたが、週報を読み返すと赤面の思いです。
　皆様には物足りなさや不手際をたくさん感じさせ
てしまったと思いますが、なんとか一年を大過なく
過ごして、会長職を降りることが出来そうです。
先輩方の温かい見守りとメンバー全員の支えで今日
を迎えております。
　1年間ありがとうございました。そして今後とも
よろしくお願いいたします。
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小林吾郎 幹事
　まずはこの1年間、いろいろと問題のある小林吾
郎という幹事を受け入れていただいた三条ロータ
リークラブのメンバーの皆さんに感謝申し上げま
す。1年間ありがとうございました。
　さて、吉井さんが会長ノミニーとして選ばれ2年後
に会長になる事が決まって間もなくだと思います
が、「オレ、会長になる事が決まったから幹事をお願
い出来る？」とお声をかけていただきました。吉井
さんは私にとって燕三条青年会議所時代の先輩でも
あり、杉野工業の杉野しんじ社長がJC理事長の時に
一緒に執行部を過ごした事もあった先輩だったので
Noの回答はありえません。いずれ誰かの幹事をやら
なければいけないのであれば、JCでご縁がありロ
ータリークラブの大先輩でもある吉井さんから学ぶ
ことも多そうだし良き学びの1年になるだろうと考
え、快諾したようみています。
　吉井さんからは最初に、「SAAはゴローちゃん
決めてね」とサクッと指示をいただきました。さて、
どうしたものかと思案しました。自分も吉井さんも
JC出身者です。SAAは青年会議所を経験していない
メンバーから選びたいと思いました。40歳の時に
1年だけ入会させていただいたエコノミークラブで
ご縁のあった、ノミズ自動車の野水さんにお願いす
ることにしました。野水さんは、自分などが務まる
のでしょうか、といった若手としては「100点満点」
のリアクションをされたように記憶していますが、
そこは当然サクサクとやりとりを進めさせていた
だき、快諾してもらったように思います。
　と、ここまで幹事を受けたころの事を振り返って
きて、ふと思いました。そもそもロータリークラブ
における「幹事」の仕事とはなんだろう、と。そも
そも自分はそれを明確にシャープに理解していない
なと思いました。そこでネットを探してみると、
My Rotaryに、ある一文がありました。

【クラブ幹事は、クラブの効率よいスムーズな運営
をサポートします。またクラブの強みと改善点を分析
して、これをクラブと地区のリーダーに伝えます。】

　分かったような分からないような。当然といえば
当然というか、では具体的にどうするのか？？よく
分かりません。また「クラブ幹事要覧」という文書
にこんな一文がありました。

【クラブ幹事の最も重要な役割は、クラブが効果的
に機能するよう援助することです。】

　これも先ほどと同様です。そ
りゃそうなんだけど、、と。

　自分の感覚的には、幹事は会
長を補佐して会長の考えている
事を理解して実際に手と体を動
かす事、そして会長にはドッシ
リとしていてもらうということ

なのかな、と考えてそのように動きたいと思ってい
ました。

　吉井さんと一緒に人事、組織や1年間の例会の計
画、方向性等についてお話をしていると、少しずつ
吉井さんのやりたい事が理解できて来たように思い
ます。それをベースに1年間の例会、事業のスケジ
ュールを作成しました。人事は委員長、副委員長候
補者のところに手分けして連絡をしながら徐々に吉
井年度の骨格が確定していきました。と言っても、
ここまで吉井さんから、そもそもロータリークラブ
とは、みないな事を教えてもらい、三条RCの歴史を
教えてもらい、地区との位置づけ、関係性みたいな
ものも教えてもらい、といったように教えてもらう
ばかりの1年だったように思います。
　昨年7月以降、吉井年度が始まってしまえば、毎
週の例会をこなしていくだけというか、計画した事
を進めていくだけというか、時間の流れに身をまか
せるような感じではありました。が、いつも何か判
断が必要な案件があると、経験豊富な吉井会長が手
をまわしてくれて先に先に対処してくれたおかげ
で、何ごともなかったように進んでいきます。その
都度、自分は幹事としてなにも出来ていないな、、、
と感じ続けた、そんな1年だったようにも思います。
本当に今この瞬間に至っても、吉井会長だったから、
なんとかここまでこられたというか、本当に不甲斐
ない幹事だったと反省しきりです。
　ただ最後に、三条ロータリークラブのメンバーで
ある斎藤真澄さんが　瑞宝単光章を受章されお祝い
の会を開くことになり、その段取りを振っていただ
きました。お陰様で無事、一昨日月曜日に「斎藤
真澄さんの叙勲をお祝いする会」を執り行うことが
できました。ようやく、当年度の幹事らしい仕事が
出来たかとホッとしています。
　最後に、感度の鈍い、動きのイマイチな幹事に、
怒ることなくお付き合いいただいた吉井会長と、
足りないところに気づいてキッチリと立ち回って
フォローしてくれた野水SAAに感謝申し上げ、幹事
の1年間の振り返りといたします。ありがとうござ
いました。
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「バラ」

ロータリーの心で
友情を深めよう

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５
E-mail :sanjo-rc@cpost.plala.or.jp
https://www.sanjorotary.site

【先週のメークアップ】
［6.14］南雲年度地区ラーニング委員会
　　　　　　　　　　　　　（新潟）へ
・関川　博さん
［6.17］三条南RCへ
・松永隆夫さん、成田秀雄さん、
・西山徳芳さん、小林吾郎さん
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■本日の出席会員数：55名中40名
■先々週出席率：79.63％
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横須賀方面でした。ロータリーの親睦旅行は視野を
広げて各地の経験を積み、家族旅行や社員旅行の
参考になりますし、意外と経験していない地へ訪れ
ることのできる大変楽しい旅行です。今回参加でき
なかった方も今後ぜひ行ってみましょう。早川親睦
委員長をはじめ委員会の皆様大変お世話になりま
した。
　10月25日には予定を急遽変更して三条ロータリー
クラブのアスリート3名による新潟シティーマラ
ソン完走者卓話とさせて頂きました。完走できたも
のだけが味わえる喜びをリアルに教えていただいた
気がします。今年も頑張ってください。
　11月4日、5日は地区大会が米山ガバナーのもと
地場産センターを主会場として行われました。5年
前に三条クラブが開催した時のことを思い出し、
感慨に耽ってしまいました。
　運営した三条北クラブさんより前回の資料が大変

会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長
　こんばんは。
　本年度最後のあいさつをさせていただ
きます。
　先週、「一年を振り返って」として卓話
で一年間の思いをお話しさせていただき
ましたので、心おきなく慰労会に参加
させていただく気持ちで今日はまいりま

した。しかし、最後の点鐘をさせていただき、緊張をいたし
ました。最初に点鐘をさせていただいた時と今日の点鐘は
身が引き締まるような感覚でした。
　大過なく会長職を過ごして、渡辺年度に引き継げることに
ほっとしているとともに皆様に感謝いたします。
　本当に「感謝」「感謝」「感謝」を申し上げ、最後のあい
さつとさせていただきます。
　ありがとうございました。

ニコニコBOX　
相場弘介さん、　 五十嵐晋三さん、 五十嵐博宣さん、
石橋育於さん、　 荻根澤隆雄さん、 小越憲泰さん、
落合孝夫さん、　 歸山　肇さん、　 金子俊郎さん、
小出子恵出さん、 小林吾郎さん、　 斎藤弘文さん、
佐野勝榮さん、　 重山直明さん、　 渋谷政道さん、
清水泰生さん、　 杉山幸英さん、　 関川　博さん、
高橋俊樹さん、　 高橋　司さん、　 外山浩玲さん、
中村和彦さん、　 中村友昭さん、　 梨本次郎さん、
成田秀雄さん、　 野崎喜一郎さん、 野水靖之さん、
長谷川正実さん、 早川滝徳さん、　 船越良則さん、
松永一義さん、　 松永隆夫さん、　 丸山行彦さん、
柳取崇之さん、　 山田富義さん、　 吉井直樹さん、
渡部　宏さん、　 渡辺良一さん
　夜例会「会長幹事慰労会」を迎えて

　　　　　　　　6月 1 9日分　￥    38,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥1,458,000

役に立ったとお礼を何度も言われました。
　12月は年次総会で次年度渡辺会長に引き継ぎが
始まりました。そして、忘年家族会としてクリスマス
会を行い家内ともども楽しませていただきました。
　1月に新年を迎え、2月にはRI創立記念例会「新年
会」を行わせていただきました。
　4月10日には職場例会としてKYOWAクラシック
カー＆ライフステーションさんへお邪魔しました。
懐かしの車やバイクに頬が緩み、車談義に花を咲か
せていた方が多かったのが印象的でした。
　中条胎内RC、分水RCの周年式典に参加し、特に
分水ではスポンサークラブ会長として緊張の中、
挨拶したことが、印象に残っています。
　6月1日には地区協議会開催日でありながら、他
団体の日程の都合上、月岡の草刈り清掃を行わせて
いただきました。時間的、肉体的にご負担をおかけ
したことをお詫び申し上げます。
　こうして一年を振り返ってみましたが、様々な
活動があるものだと思いますが、理事役員、委員会
メンバーの企画運営で成り立っていることがよくわ
かります。皆様本当にありがとうございました。
　会長挨拶では事前に用意できるほどの知識や経験
がなく、その都度思いついたことを話させていただ
きましたが、週報を読み返すと赤面の思いです。
　皆様には物足りなさや不手際をたくさん感じさせ
てしまったと思いますが、なんとか一年を大過なく
過ごして、会長職を降りることが出来そうです。
先輩方の温かい見守りとメンバー全員の支えで今日
を迎えております。
　1年間ありがとうございました。そして今後とも
よろしくお願いいたします。

小林吾郎 幹事
　まずはこの1年間、いろいろと問題のある小林吾
郎という幹事を受け入れていただいた三条ロータ
リークラブのメンバーの皆さんに感謝申し上げま
す。1年間ありがとうございました。
　さて、吉井さんが会長ノミニーとして選ばれ2年後
に会長になる事が決まって間もなくだと思います
が、「オレ、会長になる事が決まったから幹事をお願
い出来る？」とお声をかけていただきました。吉井
さんは私にとって燕三条青年会議所時代の先輩でも
あり、杉野工業の杉野しんじ社長がJC理事長の時に
一緒に執行部を過ごした事もあった先輩だったので
Noの回答はありえません。いずれ誰かの幹事をやら
なければいけないのであれば、JCでご縁がありロ
ータリークラブの大先輩でもある吉井さんから学ぶ
ことも多そうだし良き学びの1年になるだろうと考
え、快諾したようみています。
　吉井さんからは最初に、「SAAはゴローちゃん
決めてね」とサクッと指示をいただきました。さて、
どうしたものかと思案しました。自分も吉井さんも
JC出身者です。SAAは青年会議所を経験していない
メンバーから選びたいと思いました。40歳の時に
1年だけ入会させていただいたエコノミークラブで
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My Rotaryに、ある一文がありました。
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をサポートします。またクラブの強みと改善点を分析
して、これをクラブと地区のリーダーに伝えます。】
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に機能するよう援助することです。】
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りゃそうなんだけど、、と。

　自分の感覚的には、幹事は会
長を補佐して会長の考えている
事を理解して実際に手と体を動
かす事、そして会長にはドッシ
リとしていてもらうということ

なのかな、と考えてそのように動きたいと思ってい
ました。

　吉井さんと一緒に人事、組織や1年間の例会の計
画、方向性等についてお話をしていると、少しずつ
吉井さんのやりたい事が理解できて来たように思い
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補者のところに手分けして連絡をしながら徐々に吉
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ここまで吉井さんから、そもそもロータリークラブ
とは、みないな事を教えてもらい、三条RCの歴史を
教えてもらい、地区との位置づけ、関係性みたいな
ものも教えてもらい、といったように教えてもらう
ばかりの1年だったように思います。
　昨年7月以降、吉井年度が始まってしまえば、毎
週の例会をこなしていくだけというか、計画した事
を進めていくだけというか、時間の流れに身をまか
せるような感じではありました。が、いつも何か判
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をまわしてくれて先に先に対処してくれたおかげ
で、何ごともなかったように進んでいきます。その
都度、自分は幹事としてなにも出来ていないな、、、
と感じ続けた、そんな1年だったようにも思います。
本当に今この瞬間に至っても、吉井会長だったから、
なんとかここまでこられたというか、本当に不甲斐
ない幹事だったと反省しきりです。
　ただ最後に、三条ロータリークラブのメンバーで
ある斎藤真澄さんが　瑞宝単光章を受章されお祝い
の会を開くことになり、その段取りを振っていただ
きました。お陰様で無事、一昨日月曜日に「斎藤
真澄さんの叙勲をお祝いする会」を執り行うことが
できました。ようやく、当年度の幹事らしい仕事が
出来たかとホッとしています。
　最後に、感度の鈍い、動きのイマイチな幹事に、
怒ることなくお付き合いいただいた吉井会長と、
足りないところに気づいてキッチリと立ち回って
フォローしてくれた野水SAAに感謝申し上げ、幹事
の1年間の振り返りといたします。ありがとうござ
いました。
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7月のお祝い
◎会員誕生祝
　16日　近藤雄介さん
　24日　小林卓哉さん
　25日　渋谷政道さん

◎夫人誕生祝
　 2日　西山厚子さん　（徳芳さん）
　26日　滝沢佳代さん　（亮さん）

◎100％出席賞
　16年　西山徳芳さん
　 9 年　柳取崇之さん
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なければいけないのであれば、JCでご縁がありロ
ータリークラブの大先輩でもある吉井さんから学ぶ
ことも多そうだし良き学びの1年になるだろうと考
え、快諾したようみています。
　吉井さんからは最初に、「SAAはゴローちゃん
決めてね」とサクッと指示をいただきました。さて、
どうしたものかと思案しました。自分も吉井さんも
JC出身者です。SAAは青年会議所を経験していない
メンバーから選びたいと思いました。40歳の時に
1年だけ入会させていただいたエコノミークラブで
ご縁のあった、ノミズ自動車の野水さんにお願いす
ることにしました。野水さんは、自分などが務まる
のでしょうか、といった若手としては「100点満点」
のリアクションをされたように記憶していますが、
そこは当然サクサクとやりとりを進めさせていた
だき、快諾してもらったように思います。
　と、ここまで幹事を受けたころの事を振り返って
きて、ふと思いました。そもそもロータリークラブ
における「幹事」の仕事とはなんだろう、と。そも
そも自分はそれを明確にシャープに理解していない
なと思いました。そこでネットを探してみると、
My Rotaryに、ある一文がありました。

【クラブ幹事は、クラブの効率よいスムーズな運営
をサポートします。またクラブの強みと改善点を分析
して、これをクラブと地区のリーダーに伝えます。】

　分かったような分からないような。当然といえば
当然というか、では具体的にどうするのか？？よく
分かりません。また「クラブ幹事要覧」という文書
にこんな一文がありました。

【クラブ幹事の最も重要な役割は、クラブが効果的
に機能するよう援助することです。】

　これも先ほどと同様です。そ
りゃそうなんだけど、、と。

　自分の感覚的には、幹事は会
長を補佐して会長の考えている
事を理解して実際に手と体を動
かす事、そして会長にはドッシ
リとしていてもらうということ

なのかな、と考えてそのように動きたいと思ってい
ました。

　吉井さんと一緒に人事、組織や1年間の例会の計
画、方向性等についてお話をしていると、少しずつ
吉井さんのやりたい事が理解できて来たように思い
ます。それをベースに1年間の例会、事業のスケジ
ュールを作成しました。人事は委員長、副委員長候
補者のところに手分けして連絡をしながら徐々に吉
井年度の骨格が確定していきました。と言っても、
ここまで吉井さんから、そもそもロータリークラブ
とは、みないな事を教えてもらい、三条RCの歴史を
教えてもらい、地区との位置づけ、関係性みたいな
ものも教えてもらい、といったように教えてもらう
ばかりの1年だったように思います。
　昨年7月以降、吉井年度が始まってしまえば、毎
週の例会をこなしていくだけというか、計画した事
を進めていくだけというか、時間の流れに身をまか
せるような感じではありました。が、いつも何か判
断が必要な案件があると、経験豊富な吉井会長が手
をまわしてくれて先に先に対処してくれたおかげ
で、何ごともなかったように進んでいきます。その
都度、自分は幹事としてなにも出来ていないな、、、
と感じ続けた、そんな1年だったようにも思います。
本当に今この瞬間に至っても、吉井会長だったから、
なんとかここまでこられたというか、本当に不甲斐
ない幹事だったと反省しきりです。
　ただ最後に、三条ロータリークラブのメンバーで
ある斎藤真澄さんが　瑞宝単光章を受章されお祝い
の会を開くことになり、その段取りを振っていただ
きました。お陰様で無事、一昨日月曜日に「斎藤
真澄さんの叙勲をお祝いする会」を執り行うことが
できました。ようやく、当年度の幹事らしい仕事が
出来たかとホッとしています。
　最後に、感度の鈍い、動きのイマイチな幹事に、
怒ることなくお付き合いいただいた吉井会長と、
足りないところに気づいてキッチリと立ち回って
フォローしてくれた野水SAAに感謝申し上げ、幹事
の1年間の振り返りといたします。ありがとうござ
いました。
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「卓　話」
「一年を振り返って」

吉井直樹 会長
　まず初めに会員の皆様、理事役員の皆様そして
小林幹事、野水SAAに感謝申し上げます。
　会長を拝命してから今日まで、私なりにロータリ
ークラブとはどんな組織で、どのような運営をする
べきなのかと模索しながら考え、行動してきました
が、十分理解できるほどの頭脳を持っているわけで
もなく皆様にはご不快な思いや物足りなさを感じさ
せていたのではないかと反省しております。入会当
初、大先輩のロータリアンから「ロータリーを勉強
してください」と言われたことが、ずっと頭に残っ
ています。ロータリー像は各々人によって価値観が
違うものだということを前提としますが、各クラ
ブの持つ歴史や不文律のような行動規範が会の特徴
を作り上げていると思います。また、ロータリー章
典、クラブ定款、クラブ細則にもその本質があると
思います。
　会長となっていろいろなクラブの方とお話しする
機会が有りましたが、時 「々三条クラブさんは堅い」
とか「大変なクラブですよね」などと言われました
が、私は大変うれしく思いました。それこそがロー
タリークラブが他の団体や会合と決定的に違うところ
だと思いますし、ロータリークラブ、ロータリアン
を自認するためには高潔な職業倫理感と奉仕の実
践者としての誇りを持った行動が求められるから
です。先輩方が紡いできた三条ロータリークラブを
大切にしっかり守っていくことが出来ている証拠だ
と思うからです。最近「会員増強」の名のもと安易
な方向にともすると流されやすくなり、会の運営も
緩くなりがちになっている所も多いと聞いていま
す。本年のクラブテーマを「ロータリーに誇りを」
としたのもそんな気持ちからでした。前出の他クラ
ブさんからのご指摘には「三条クラブはロータリー
の品格と矜持を保っているだけです」と答えてきま
した。三条には他に3クラブ、第4分区には10クラブ
がありますが、せっかくロータリーに入会するなら
「三条ロータリークラブ」が良いと言われるよう、
また「三条ロータリークラブに在籍していてよかっ
た」と言えるように今後もあってほしいと思います。

　さて本年ですが、7月5日のクラブアッセンブリー
より始まりました。前年度、例年二日にわたり全会
員出席で行われる家庭会合を一日、委員長のみで行
わせていただいたので、委員会メンバー、また会員
全員に今年度の委員会活動、事業を周知させていた
だく機会とさせて頂きました。7月19日には納涼

例会で三条音頭、三条おけさを躍らせていただき
ました。26日には米山ガバナーによる公式訪問が
行われました。公式訪問の場でクラブ協議会が行わ

れなかったことが残念でなりま
せん。以前は懇親会を含め、リ
ハーサルまでしてガバナーを迎
える一大イベントでしたが、昨
今の簡易なガバナー公式訪問に
は隔世の年が感じられます。
　9月18日の敬老の日では今年の
社会奉仕事業第一弾として八幡

公園ベンチ寄贈と清掃活動をローターアクト、市の
建設課の皆様、三条市長、副市長とともに行いまし
た。これは一部地区補助金を活用したもので、財団
に申請して補助いただきました。その後、社会奉仕
委員会のメンバーと同日行われていた子供大名行列
でお菓子の配布をして参加した子供たちが疲れを吹
き飛ばしたかのような笑顔で喜んでいたのがとても
印象に残っています。
　9月30日には第4分区インターシティーミーティング
（IM）が小出ガバナー補佐の主催でジオワールドVIP
さんにて行われました。次期IM開催クラブという
ことで挨拶をさせて頂きました。その次週は私の身
に突然の病魔が襲い掛かります。さんざん無防備な
コロナ禍を過ごしても感染しなかったのですが、
ついに発症してしまい、例会を休まざるを得なくな
りました。渡辺会長エレクトにはご迷惑をおかけし
ました。また、指名委員会では小出さんに司会を
代役していただき、ありがとうございました。1週
間で復帰できたことで次週の親睦旅行に間に合いま
した。
　10月18 ～ 19日は親睦旅行です。鎌倉、横浜、
横須賀方面でした。ロータリーの親睦旅行は視野を
広げて各地の経験を積み、家族旅行や社員旅行の
参考になりますし、意外と経験していない地へ訪れ
ることのできる大変楽しい旅行です。今回参加でき
なかった方も今後ぜひ行ってみましょう。早川親睦
委員長をはじめ委員会の皆様大変お世話になりま
した。
　10月25日には予定を急遽変更して三条ロータリー
クラブのアスリート3名による新潟シティーマラ
ソン完走者卓話とさせて頂きました。完走できたも
のだけが味わえる喜びをリアルに教えていただいた
気がします。今年も頑張ってください。
　11月4日、5日は地区大会が米山ガバナーのもと
地場産センターを主会場として行われました。5年
前に三条クラブが開催した時のことを思い出し、
感慨に耽ってしまいました。
　運営した三条北クラブさんより前回の資料が大変

会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長
　こんばんは。
　本年度最後のあいさつをさせていただ
きます。
　先週、「一年を振り返って」として卓話
で一年間の思いをお話しさせていただき
ましたので、心おきなく慰労会に参加
させていただく気持ちで今日はまいりま

した。しかし、最後の点鐘をさせていただき、緊張をいたし
ました。最初に点鐘をさせていただいた時と今日の点鐘は
身が引き締まるような感覚でした。
　大過なく会長職を過ごして、渡辺年度に引き継げることに
ほっとしているとともに皆様に感謝いたします。
　本当に「感謝」「感謝」「感謝」を申し上げ、最後のあい
さつとさせていただきます。
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ニコニコBOX　
相場弘介さん、　 五十嵐晋三さん、 五十嵐博宣さん、
石橋育於さん、　 荻根澤隆雄さん、 小越憲泰さん、
落合孝夫さん、　 歸山　肇さん、　 金子俊郎さん、
小出子恵出さん、 小林吾郎さん、　 斎藤弘文さん、
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長谷川正実さん、 早川滝徳さん、　 船越良則さん、
松永一義さん、　 松永隆夫さん、　 丸山行彦さん、
柳取崇之さん、　 山田富義さん、　 吉井直樹さん、
渡部　宏さん、　 渡辺良一さん
　夜例会「会長幹事慰労会」を迎えて
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役に立ったとお礼を何度も言われました。
　12月は年次総会で次年度渡辺会長に引き継ぎが
始まりました。そして、忘年家族会としてクリスマス
会を行い家内ともども楽しませていただきました。
　1月に新年を迎え、2月にはRI創立記念例会「新年
会」を行わせていただきました。
　4月10日には職場例会としてKYOWAクラシック
カー＆ライフステーションさんへお邪魔しました。
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分水ではスポンサークラブ会長として緊張の中、
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　こうして一年を振り返ってみましたが、様々な
活動があるものだと思いますが、理事役員、委員会
メンバーの企画運営で成り立っていることがよくわ
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　会長挨拶では事前に用意できるほどの知識や経験
がなく、その都度思いついたことを話させていただ
きましたが、週報を読み返すと赤面の思いです。
　皆様には物足りなさや不手際をたくさん感じさせ
てしまったと思いますが、なんとか一年を大過なく
過ごして、会長職を降りることが出来そうです。
先輩方の温かい見守りとメンバー全員の支えで今日
を迎えております。
　1年間ありがとうございました。そして今後とも
よろしくお願いいたします。
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あり、杉野工業の杉野しんじ社長がJC理事長の時に
一緒に執行部を過ごした事もあった先輩だったので
Noの回答はありえません。いずれ誰かの幹事をやら
なければいけないのであれば、JCでご縁がありロ
ータリークラブの大先輩でもある吉井さんから学ぶ
ことも多そうだし良き学びの1年になるだろうと考
え、快諾したようみています。
　吉井さんからは最初に、「SAAはゴローちゃん
決めてね」とサクッと指示をいただきました。さて、
どうしたものかと思案しました。自分も吉井さんも
JC出身者です。SAAは青年会議所を経験していない
メンバーから選びたいと思いました。40歳の時に
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ご縁のあった、ノミズ自動車の野水さんにお願いす
ることにしました。野水さんは、自分などが務まる
のでしょうか、といった若手としては「100点満点」
のリアクションをされたように記憶していますが、
そこは当然サクサクとやりとりを進めさせていた
だき、快諾してもらったように思います。
　と、ここまで幹事を受けたころの事を振り返って
きて、ふと思いました。そもそもロータリークラブ
における「幹事」の仕事とはなんだろう、と。そも
そも自分はそれを明確にシャープに理解していない
なと思いました。そこでネットを探してみると、
My Rotaryに、ある一文がありました。

【クラブ幹事は、クラブの効率よいスムーズな運営
をサポートします。またクラブの強みと改善点を分析
して、これをクラブと地区のリーダーに伝えます。】

　分かったような分からないような。当然といえば
当然というか、では具体的にどうするのか？？よく
分かりません。また「クラブ幹事要覧」という文書
にこんな一文がありました。

【クラブ幹事の最も重要な役割は、クラブが効果的
に機能するよう援助することです。】

　これも先ほどと同様です。そ
りゃそうなんだけど、、と。

　自分の感覚的には、幹事は会
長を補佐して会長の考えている
事を理解して実際に手と体を動
かす事、そして会長にはドッシ
リとしていてもらうということ

なのかな、と考えてそのように動きたいと思ってい
ました。

　吉井さんと一緒に人事、組織や1年間の例会の計
画、方向性等についてお話をしていると、少しずつ
吉井さんのやりたい事が理解できて来たように思い
ます。それをベースに1年間の例会、事業のスケジ
ュールを作成しました。人事は委員長、副委員長候
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井年度の骨格が確定していきました。と言っても、
ここまで吉井さんから、そもそもロータリークラブ
とは、みないな事を教えてもらい、三条RCの歴史を
教えてもらい、地区との位置づけ、関係性みたいな
ものも教えてもらい、といったように教えてもらう
ばかりの1年だったように思います。
　昨年7月以降、吉井年度が始まってしまえば、毎
週の例会をこなしていくだけというか、計画した事
を進めていくだけというか、時間の流れに身をまか
せるような感じではありました。が、いつも何か判
断が必要な案件があると、経験豊富な吉井会長が手
をまわしてくれて先に先に対処してくれたおかげ
で、何ごともなかったように進んでいきます。その
都度、自分は幹事としてなにも出来ていないな、、、
と感じ続けた、そんな1年だったようにも思います。
本当に今この瞬間に至っても、吉井会長だったから、
なんとかここまでこられたというか、本当に不甲斐
ない幹事だったと反省しきりです。
　ただ最後に、三条ロータリークラブのメンバーで
ある斎藤真澄さんが　瑞宝単光章を受章されお祝い
の会を開くことになり、その段取りを振っていただ
きました。お陰様で無事、一昨日月曜日に「斎藤
真澄さんの叙勲をお祝いする会」を執り行うことが
できました。ようやく、当年度の幹事らしい仕事が
出来たかとホッとしています。
　最後に、感度の鈍い、動きのイマイチな幹事に、
怒ることなくお付き合いいただいた吉井会長と、
足りないところに気づいてキッチリと立ち回って
フォローしてくれた野水SAAに感謝申し上げ、幹事
の1年間の振り返りといたします。ありがとうござ
いました。

4

海の日

　　次々週例会　 7月17日　　　　「会員卓話」　佐野勝榮 会員

　　次 週 例 会　 7月10日　　　　「会員卓話」　杉山幸英 会員

23
日 月 火 水 木 金 土

◆三条東RC
　「新年度会長挨拶」
　　大竹賢一 会長

◆三条南RC
　「外部卓話」
　燕三条エラール推進
　委員会 理事長
　　　永桶康子 様

◆三条南RC
　休会

◆三条南RC
　「外部卓話」
　ひめさゆり法律事務所
　　代表弁護士
　　　石川佳代 様

◆三条北RC
　「今年度方針発表」
　　　　各委員長

◆三条北RC
　休会
　（記帳できます）

◆三条北RC
　「外部卓話」
　オークス㈱
　代表取締役社長
　　　佐藤俊之 様

◆三条RC
　夜例会
　「納涼例会」
　　　　18：30～
　於 越前屋ホテル

◆三条RC
　「会員卓話」
　　佐野勝榮 会員

◆三条RC
　「会員卓話」
　　杉山幸英 会員

◆三条北RC
　「今年度方針発表」
　　武田恒夫 会長

◆三条南RC
　「クラブフォーラム」
　　永桶俊一会長

◆三条RC
　「クラブアッセンブリー」
　　渡辺良一 会長

◆三条東RC
　「新年度委員会
　　活動方針発表」

活性化
　セミナー
　　（新潟）

財団
　セミナー
　　（新潟）

◆三条東RC
　休会
　（記帳できます）

◆三条東RC
　クラブフォーラム
　「奉仕について」

◆三条南RC
　夜例会
　「納涼例会」
　（記帳できます）

◆三条北RC
　「外部卓話」
　NPO法人えんがわ
　　理事長
　　　長野源世 様

◆三条RC
　「会員卓話」
　荻根澤隆雄 会員

◆三条東RC
　夜例会
　「会長幹事慰労会」
　（記帳できます）
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3
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4

11

18

25

6

13

20

27

※ 近隣RC例会変更のお知らせ！ （記帳できます）　　　　　　　　　　 　　　　　記帳場所

三条ロータリークラブ例会日

燕市吉田産業会館窓口（10～15時）
加茂市産業センター
新潟大栄信用組合1階（11～14時） 

　●吉田RC　　　 　　　    7月19日（金）　夜例会
　●加茂RC　　　　　　　　　25日（木）　夜例会
　●分水RC　　　　　　　　　30日（火）　夜例会


